






要約:先天性心疾患術後の右脚傷害の長期予後を知るために、ファロー四徴症術後 22 例と

心室中隔欠損症 30 例について運動負荷心電図とホルター心電図を行い検討した。ToF の

CRBBB 本幹傷害群 10歳以上では運動負荷後の心拍数と収縮期血圧が有意に高かった。しか

し、心機能、房室ブロックの出現等では有意差は見られず、右脚本幹傷害部位による予後

の相違は出なかった。 


